
墨 田 区（報道） 

                  令和７年４月17 日 松浦 
～「サクラ」の季節はまだまだ続きます～ 

向島百花園ではサクラソウが見頃に 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《写真》①②サクラソウの様子（4/16 撮影） 

    

 

 

 

 

③展示会（4/16 撮影）④カルガモが羽を休める様子（4/16 撮影） 

 

 

 
 
 
 
 
《概要》都立向島百花園（サクラソウの展示は 4 月 21 日（火）まで） 
  所在地：墨田区東向島 3-18-3 

開園時間：午前９時～午後５時（入園は４時 30 分まで） 
入園料：一般 150 円 65 歳以上 70 円（小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料）  

《問合せ》都立向島百花園 ℡ 03-3611-8705 
※お問合せは午後 5 時までにお願いします。（広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

 東向島駅から西へ徒歩8 分。物静かな住宅街の一角にあるそこは、一歩足を踏み入れるだけで200 年
前の空気を感じることができます。 

都立向島百花園（墨田区東向島 3-18-3）は、江戸時代に開園され、唯一現代にも残る花園となって
おります。「百花園」という名前は、一説で「四季百花の乱れ咲く園」という意味。名前に違わず、今で
も四季折々の花々を見ることができます。 

そんな向島百花園では現在、サクラソウの展示が行われています。 
古くは江戸時代中期から園芸草花として栽培されてきたサクラソウは、桜として有名な「ソメ

イヨシノ」が散り始める頃にその花を咲かせます。現代にいたるまでも数々の品種の保存・育成
が行われ、今では花びらの色・形にそれぞれ十数もの種類があるそうです。今回は、そんな多種
多様なサクラソウが、６０種類も展示されており、それぞれに違った美しさを持つサクラソウが
楽しめます。 

そのほか、園内では産卵のためにカルガモが羽を休める姿も。梅雨の時期には雛を連れたカル
ガモ一家の散歩姿を見られるかもしれません。 

古くから日本に咲く草花や小鳥など、都内にいながら大自然を楽しめる向島百花園に、ぜひ一
度足を運んでみてはいかがでしょうか。 


